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1. はじめに
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データ収集システム（ Data Collection System : DCS）は，地球表面の地象，得ゑ気象等の諸現象を

直接観測し，そのデータを人工衛星を介して収集するシステムのととであb，近年，その有用性が注目され

ている。海上保安庁は， Dc Sの 1つであ るARGO Sシステム（西田， 1 9 7 8 ）を利用した漂流ブイに

よる海流調査を実施してなb，その有効利用を図っ

ている。 AltG 0 Sシステムは人工衛星NOA Aの

DC S を利用して $~ti ，漂流ブイ等の各DCP (Data

Col lee ti on Platform）によって観測されたデータ

等は，人工衛星に送信され，一つの系統としては衛

星内にー且記憶され，衛星が特定の地上局との通信

領域に達した時，高速で伝送され，集中的K処理さ

れた鋭利用者に配信されるもの（ ARGOSシス

テム）と，もう一つの系統と して，衛星からリアル

タイムで端末受信局 (Local User包Terminal: 

LDT）に伝送され直接利用者に伝達されるものが

ある。前者の系統では， Dc Pからのデータを取得

するのに最低2時間30分を要するが，後者の系統で

は，衛星の視野内にあるDc Pからのデータはリア

ルタイムに取得する ζ とが可能である。

海上保安庁は，更にDc Sの有効利用を図る目的

で昭和 57年度から 3か年計画で「Dc Sの端末受信

に関する研究」を開始してなti'57年度比 人工衛

星NOA AのDc S端末受信装置を開発し，評価試

験を実施した。
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写真1 端末受信装置の外観



tern ）などの信号が含まれている。

端末受信装置はダワンリンク信号の

中からDc S信号のみ取D出す必要があb，それぞれの信号を区切るための同期回路が重要である。

2. DC S哨末受信装置の概要

開発された端末受信装置は，人工

衛星NOA Aのダウンリンク信号を

受信するものである。ダウン リンク

信号の内容についてはNOA Aの説

明書（19 7 5）に詳細に解説されてい

る。周波数は136.77MHzと137.77M 

Hzであり，衛星あるいは時刻によっ

ていずれか一方の周波数が選択され

る。送信出力は 1ワットである。信

号の変調方式は 2相のPs K方式で

あb，送信レートは8320(bi t/sec) 

で送られてくる。信号は，メジャー

フレームとマイナーフレームに分け

てコードイヒされ， メジャーフレーム

は32秒間継続し， ζの中に0.1秒の長

さのマイナーフレームが 320個含ま

れている。時亥IJは，通日がメジャー

フレームの先頭に入ってかり，マイ

ナーフレームには記録されてい左L、。

マイナーフレームは第 1図κ示す

ように構成されている。マイナーフ

レームは 83lbitで構成され，とれが

1語 8bitとして 104語で成立ってい

る。 ζのダウンリンク信号Kは，D

c S信号9語のほか， HRS/ 2 

(High Resolution Infrared Radio-

meter Sounding), SSU(Strato-

spheric Sounding Unit), MSU 

(Microwave Sounding Unit), 

SE M (Space Environment Sys-
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第 1図 人工衛星NOAAのダウンリンク信号のマイナーフレームの構成

第 1表端末受信装置の諸元

受惜蝿

柵 過ラ y タマウノト生＇！

畳 f冨凪 az支 137.77MH,.¥HFl3677MH, 

チヤノネル 切替 H州選択，，式 問定”I能

畳 f書出力一14dBmlMAXI

消費電力 101¥'Ur 
電源電圧 DC土12V+5 V 士10•• 

置貧 7kg 

τT ，会 430 （ 、V IX99( H I × 4 50• DI•• 

消 費電 力 30W以 F

電鳳 DC土！2V+8V.土SV 企10%

置 量 8kg 

寸 注 430(Wi >< 149(H)X450(D）帽

電軍

情 ii!! ラ，クマウント虫

入力 電 庄 IOOV士山V ACS0/60H, 

出力 電 圧＋11V.+8V。＋SV,-SV. -11V 

• • 17kg 

寸 法 430(W) X 149( H) X450（印 刷デコーダ

構 >ft ラ，タマウ rト叩

入力周浴散 10.n1H, II へyドアンプ

復四方 式ド『l朗拘lie，度内’L訂正による防相 111司 必 融 5-SOOMH,

崎出 ｜｜ 地奮描融 1.4dB

fl 号遮膚 8320b1ts/soc ｜｜ 事lj 槽 30dB

ll 嗣 f量号 BiφーLOW II入力電庄 12V 20mA 

スケルテ惜号 ロ，タ叫位柑比較1• より輸出 III • 7同

インターフェース EIA・ STANDARD RS-232C H寸 法 400(W)X 130(H）× 180( DI•• 

フ万一マ ット TIROS-N.NOAA的 TIPに適時 目柵 盗品水r.~ ，，.. c 応外位置）

聾示檀舵マイナーフレームカウノター

9B!lsサプコノカヴ〆ター

日付カウンター

ターンスタイ Jレアンテナ

/;;) JI: 拍 136～13S>llh

インピータノス so Q 

定在必 比 l.Smox

事11 I・6dB1 

極 性 fI'll此ぬ

と終 値 岨土60"

耐風通 60misoc

寸必 1670φX147Smm 

テプデ yキ

トラ y ク形式 2トヲ， 7 2 f t〆十ル

リール 26. 17陪

テープ連麿 38 !9cm’s 
つつフラ yタ 0.02"o(38=/SJ 

結合周必抽特性 30-30KHd38伺 IS〕

電 .!I !OOV. AC50 /60H• 88¥V 

寸

量

.1. 472( 、VI×486(H>X262(0）・同

盟 22同

置 量吋kg

端末受信装置の外観は，写真 1（！［示すと主pbであb，第 1表にその諸元を示す。第 2図は受信装置のブロ

ックダイアグラムで，大別すると，アンテナ部，デコーダ一部，記録部よ D構成されている。

アンテナ部としては，利得の大きい指向性のアンテナを使用した衛星の自動邑尾型が望ましいが， 57年度の

開院目的がダウンリンク信号の中からDc S信号を識別するととκあったため，小型軽量固定型である無指

に－
u



向性のターンスタイルア

ンテナを採用し，乙れに

都市雑音等妨害波対策用

のパンドパスフィルター

とヘッドアンプを付加し

た。アンテナの外観は写

真 2vc示すと bbである。

衛星からの電波は，136.

77MHzと137.77MHzのい

ずれかの周波数で送られ

てくるが， ζれを自動的

に選択して受信している。

とれらの電波は，局発信
第 2図 端末受信装置のブロックダイアグラム

号によって 10.7MHzの中間周波数に変換され，更VC:PLL回路を通って 8320(bi Vsec）の2相信号の復元が

左される。そのあと波型成型， ピァト同期，フレーム同期がとられ復調される。マ イナーフレーム中のBbit

9語のDc S信号は， 3語どとにまとめられ，その最初の 4bit vc衛星のDCSのPU.No. (Processor Unit 

Number ）が付けられている。一連の受信データ Kは，同じ PU.No.が付加されているので，とれによって

受信データが分類，整理される。 Dc Sデータの識別と PU.No.の編集をマイクロプロセツサーユニット部

で処理し， Dc Sデータは更にマイクロコンビューター（ PC8800）に送られ，処理，印字される。

念公，との受信装置には，パック 77プ用として高速テープレコーダーが付加されてなD，一時的にデー

タを格納した後，必要に応じてマイクロコンピュータ－vc送って処理する場合ι受信装置から直接マイク

ロコンピューターにデータを送ヲて処理する場合の二通bのオベレーシヨンが可能と念つ，ている。いずれの

場合も，データ比マイクロコンピューターのRS-232C入力端子から取b込まれる。 ζの際には，演

算速度を高めるためにア

センフ．ラによるソフトウ

ェアーが使用され，デー

タを一旦RAM  H：格納し，

データ入力終了後， RA 

Mからフロアピーディス

クに転送される。フロヅ

ピーディスクにデータが

転送されてからは，ベー

シyクによるソフトウェ

アーが使用され， DCP 

のID番号κよってデー

タを選択し， Dc Pのデ

ータiJ；出力される。

第 2表は， Dc Pデー
写真2 端末受信装置のアンテナの外観
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タの出力例である。 Dc 
PのID番号，信号の着

信日時（日付は通日），

DC Pからの電波を衛星

が受信した際の電界強度

とその際Kカウントした

DC P送信機の搬送波周

波数及びDCPのセンサーデ

ータが出力される。その

下K出力されている英数

字は， ダウンリンク信号の

うちの時刻信号とDCS信

号を 3誇毎にまとめた型

式で出刀したものであるQ,

3. 評価試験結果

端末受信装置の受信範

第2表 端末受信装置のDc P受信出力例
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囲比端末受信装置，衛星， Dc Pの位置関係によって決まる。最も理想的な場合は，第 3図に示すように，

端末受信装置及びDc Pから衛星を望む仰角を150-とした場合，半径約4000krnと念る。

第 4図は，実際に評価実験によって確められた受信可能範囲である。まず沖縄に固定式のDc Pを昭和57

年11月15日から 30日まで設置し，東京での受信試験を試みた結果，トラブル左〈受信できた。更に，移動式の

DC PVC対する受信試験を行うため， 58年1月13日から 3月7日まで，遠洋航海を行った航路標識測定船「つ

しま」（1800トン）VCDCPを搭載して受信試験を行ったが，第4図中κ実線で示した航跡上で受信可能であっ

た。また，海流調査のため放流した漂流ブイからの信号も，58年1月15日現在，北緯31f，東経 170°にあったも

のも受信可能であった。とれらの結果から，理論上，最大半径4000krnとされた受信可能範囲を実証する ζ

とができた。

端末受信装置による受

信頻度であるが，衛星の

1軌道に対する受信回数

を沖縄になける固定DCP

の受信試験のものについ

て調べた。第 5図はその

結果である。図の縦軸は

日付，横軸は時刻である。

縦俸はARGO Sシステ

ムを通じて得た受信状況

Km 

6370 

第 3図 端末受信装置の理論的受信範囲

であb，俸の長さは l軌

道vc$＇ける受信回数であ

る。 ζのうち，端末受信

- 53 -



日
咽

臨調
。

J

－ー

ハ
い
》

ド

D
J
1
l
e

h
〈

〈

O

Z

融

W

＠

〈

唾

。

z
l
i－
－

"' 22 18 

受槽回徴／ー暗昆軌道

…7
一

10 。

16 

白

17 

18 

19 

国

． 
l 70W 

． 
!BOE 

－ － 

160E 
． 

140E 13a°E 日占E

国

． 
105, 

畠

畠

Zl 

呂

百

端末受信装置の受信試験結果

装置で受信可能であった回数を太〈表わしてある。端末

受信装置Kよる受信回数は衛星の軌道Kよるもので， A

RGO Sシステムによる受信回数と同数となるのは無理

としても，全体的Kか左り少左い。 ζれはアンテナが無

指向の固定アンテナであるとと，都市雑音Kよるら小J比

の悪さが原因と考えられ，指向性アンテナKよる衛星自

動追尾方式を採用するととによって受信回数の増大を図

るととが可能と考えられる。

第 4図

ま〉

軌道K対する受信回数第 5図
念事、，評価試験κ際し，衛星から 137.77MHzのダウン

リンク信号を受信中， 137.35 MI訟の障害電波が間欠的κ

1週間程度持続して，全く受信が不可能と左る時期があ

航空設備用のζの周波数の電波は，った。調査の結果，

電波であるととカ2判明した。

むすび4. 

次のととが明らかと念った。成果としては，端末受信装置の開発とその評価実験の結果，

DC P一衛星一端末受信装置の通信系のリアルタイム運用と，実利用の可能性が確められた。(1) 

通端末受信装置の位置から約 4000km雛れた範囲KあるDc Pからの受信が可能であったととから，(2) 

我が国周辺の海域及び陸信系の範囲は，衛星を互いK仰角15°で望む範囲と閣ま一致する ζ とが分か.!J.

域からのデータ収集に関して幅広い利用の可能性がもたらされた。

等が挙げられる。今後の課題としては，

端末受信装置による受信時に障害電波が長時間に亘って持続したが， ζ れに対する対策を必要とする。(1) 

(2）現在使用中のアンテナは，無指向性の固定式ターンスタイルであ b，単にDc Pからのデータ伝送と

いう目的からは同様左アンテナで十分であるが，漂流プイのようにDc Pの位置を求める必要があるも

auτ 
p
h
J
V
 



のに対しては衛星の同一軌道上から 5回以上の受信回数が必要であり，更に端末受信装置の利用範囲を

広げようとする走らば，指向性アンテナによる衛星自動追尾方式を採用して，受信回数を増大させる必

要がある。

等カ挙げられ，昭和 58年度以降， 乙れらに対する検討を進める方針である。
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